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開館時間／11：00～17：00（最終日は16：00まで）　休館日／水・木曜日　入館料／無料

GALLERY1F ONLINE

東北工業大学では、市民の皆さまとのふれあいの場として、一番町にロビーを開設しております。
お気軽にお越しください。（入場無料） 仙
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、展示会や講座を中止・変更する
場合がございます。その場合は本学HPなどでお知らせいたします。ご来館される
前に、必ずご確認いただきますようお願いいたします。

12月10日（金）18：00～19：15市民公開講座 No.536

「病」の想像力―江戸時代の医書をめぐる文化史―
河内 聡子（東北工業大学 総合教育センター 講師）

昨今も感染症が日常を脅かしていますが、いつの時代も人々は「病」を恐れてきました。しかし、
その向き合い方は時とともに変化します。今回は、江戸時代の医書を取り上げて当時の「病」
イメージについてお話しします。今よりも病因が不明な中で、「病」はどのように想像され表現
されたのか？歴史的な文脈を踏まえ考えます。

12月14日（火）18：00～19：15市民公開講座 No.537

太宰治『斜陽』を読む
高橋 秀太郎（東北工業大学 総合教育センター 准教授）

戦後間もない昭和22年に発表されベストセラーとなった『斜陽』とは、どのように構成され、
またどのようなメッセージを持つ作品となっているのでしょうか。いかにも太宰らしい執筆の
道筋を紹介しつつ、作品のメッセージ、主題である「革命」の内実について考えてみます。

12月17日（金）18：00～19：15市民公開講座 No.538

新美南吉童話の世界２―「手袋を買いに」を読む―
大木 葉子（東北工業大学 総合教育センター 准教授）

本講座では「ごんぎつね」で知られる童話作家、新美南吉の代表作の一つである「手袋を買いに」
を読み解きます。一人で夜の街へと手袋を買いにいくこととなった子狐と見送る母狐の姿を
通して我々に何を語りだしているのか、そして「ほんとうに人間はいいものかしら」という問い
かけの持つ意味について考察します。

12月21日（火）18：00～19：15市民公開講座 No.539

地域資料調査報告―東北の寺院に眠る書物たち―
河内 聡子（東北工業大学 総合教育センター 講師）

お寺は歴史的に貴重な資料が所蔵されている可能性のある、知の宝庫です。そこには、地域
の歴史をひもとく上でも重要な文献が眠っています。今回は福島県の寺院調査の成果に
基づいて、東北の寺院に所蔵される珍しい書物についてお話しします。

2021年12月24日（金）～2022年1月5日（水）

年 末 年 始 休 館

新しい雄勝硯伝統産業会館

みやぎ地場産品開発流通研究会・東北工業大学

12月3日（金）～12月7日（火）

雄勝・津山・岩出山・秋保の工芸産地から －工芸を楽しむ提案展－
本研究会では、津山木工芸品事業（協）、雄勝硯生産
販売（協）、岩出山竹細工組合、手しごとAIKU、東北
工業大学などが連携し、各種活動を推進してきました。
今回の展示会では、元東北工業大学工業意匠学科長 
秋岡芳夫先生が提唱した、「消費者から愛用者に！」
の原点に立ち返り、「工芸を楽しむ提案」や、地域の
素材を活用した「新しい工芸品」など、ウイズコロナ
に向けて提案・展示できればと考えております。

佐藤隆作ファン倶楽部

12月10日（金）～12月14日（火）

「隆さんのキセキ」水彩画展
仕事の傍ら、愛車で出掛けては、お気に入りの風景
を楽しんでいました。蔵王や釜房湖の四季、海辺の
光景、今では見ることのできない震災前の風景も
柔らかな色彩で残しています。風、香り、鳥の声、
あなたは何を感じましたか。

たまごくらぶ（東北工業大学 デザイン愛好会）

12月17日（金）～12月21日（火）

レトロ展
たまごくらぶは今年もロビー展を開催いたします。
今年は「レトロ」というテーマに沿った、個性豊かな
作品を展示しております。昔懐かしさを大切にして
部員たちがそれぞれ試行錯誤し、作品を制作しました。
皆さまのご来館、心よりお待ち申しあげます。


